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韓国動力資源研究所(星野一男訳)

本編は今回の地質ニュｰス韓国特集のために韓国動力資源研究所より提供された.原文は英文でその標題

はGeologicaτerasintheKoreanPeninsu1aである･これは1983年に韓国において発行された100

万分の1韓国地質図の説明書からその主要部分の抜粋という形で作成されたということである.地名地層

名は原稿中に漢字を添えて頂いた.これを基に地質関係地名の英･漢対訳表を巻末に付けた.なお末尾の

文献および図表説明は原文のままである.原文中のtheStraito土KoreaおよびEastSeaの地名に

ついては日本における通称にしたがってそれぞれ対馬海峡および日本海と訳してある.

1.概説

シナｰコリア楯状地の外縁に位置するコリア半島はさ

まざまな地質を持つ山岳国である.対馬海峡によって

のみ境されているにも拘らず半島の地質は日本島弧の地

質と全くといってよい程異なっておりむしろ北東アジ

アと近縁関係にある.すなわち小林(1969)によれば

北方では満州の関東地域に接し東方ではウスリ川流域の

綾赤地方および豆満江に接しておりそして蒙古地向斜

は日本の秩父地向斜と連続している.

古い地塊は中生代後期には隆起しておりそのときに

ほぼ現在の地形が形成されたのである.先カンブリア

基盤岩類は京畿小白山および半島北部地域にわたって

広い地域に露出している.この古期の基盤岩類は高度

に変成されバラ片麻岩やオルソ片麻岩にたっている.

最近これらの基盤岩試料について同位体年代測定が行わ

れその結果では808から2925百万年の数字がでている

(LEE,J.H.etal,1972,UYEDA三1968,KIM,〇一,1971,
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原生代のシニァン層鮮は大白山あるいは沃川変成帯の

いずれにも見出すことはできない.

古生層は先カンブリア層に比してよく分っている一

大白山沃川平南帯には先カンブリア紀基盤岩を被覆

する古生層が広く発達している･主に石灰岩頁岩

珪岩よりなるカンプロｰオルドビス系(あるいはシルル系)

の朝鮮累層群と頁岩砂岩石灰岩薄層よりなる石炭一

二畳系の平安累層灘との間には欠きた欠層(ハィェィタ

ス)があると思われる.このよう在層位関係はしばし

ば満州および中国北部における層位関係に見られる･

コリア半島南部の一般的構造方向である北東方向はま

た中国大陸南部の構造方向と一致している･

シルル紀のコノドントかLEE(1980)により朝鮮累層

群の最上部檜洞里層から報告されている･羅津および

穏城地域ではデボン～二畳紀の海成層カミ堆積している･

これは満蒙層灘と言われ満州および蒙古の南部?地層に

勅比されている.前期古生代の朝鮮累層群と後期古生

代～三畳紀の平安累層群との関係は平行不整合で特徴ず

けられる.前者における海成相は平安累層灘の後期に

なると徐々に海から陸の堆積相に変る.このような層

位的間隙が古生代中期にみとめられるにも拘らず古生

代における造山運動の証拠が見られないことは重要であ

る.

これらの堆積盆地は三畳紀の松林変動により変形し堆

積盆は消失した.その後ジュラ紀には本半島における

中生代最大規模の変動であった大宝造山運動が起ってい

る.三畳紀およびジュラ紀の花開岩はコリア半島の北

部に行く程広く存在している.ジュラ紀の花開岩は沃

川変成帯に沿ってまた白亜紀の花開岩は慶尚堆積盆地

の内部および縁辺部に分布している一このように花開

岩の年代からすると中生代の地殻変動は南に管行しつつ

発展して行ったと考えられる.

松林変動にとも放.ってレチアンからライアスの大同累

層灘が先カンブリア系の片麻岩片岩原生代の変成堆

積岩および古生層を覆っていくつかの地域に別々に堆

積した.

大同累層群の主要な岩石は砂岩頁岩および大量の植
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第1図地質図(1981年発行のKIER100万分の1地質図に基づく),KIER提供
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物化石群を持つ礫岩である.大同累層群の匁かの藍

浦盤払金浦層群が忠南沃川京畿帯に分布してい

る.

主に灰色から黒色の頁岩および砂岩よりなる上部ジュ

ラ系卯各層が慶尚盆地の北西部附近の英陽亜盆地に分布

している･これはその堆積相により元慶尚後大同の累層

群と考えられる(C冊0NG,eta1.1966,YANG,1976).

下･中部白亜系の慶尚累層灘はコリア半島南東部の慶尚

地方の大部分を占めており他の地方には殆んど見出さ

れ狂い.本累層群は白亜紀の間に激しい火山活動を受

けている･白亜紀末には所謂仏国寺火成活動と言われ

る花開岩貫入が起りこの花開岩が現在慶尚地方と言わ

れる広い地域を占めている.

第三紀層は非常に少放い･その大部分は東海岸に分

布している･仏国寺火成活動は暁新世まで継続したと

思われる｡中新世の陽北層群と延目層熊は韓国南部の

浦項と蔚山および北部の城津と慶源に分布している.

済州島には鮮新一更新統が分布している.中新世以降

の造陸運動による傾動のために東部海岸は非常に海岸線

の滑らかな隆起地形を呈している｡ここにおそらく鮮

新世と思われる玄武岩が分布している.

更新統は未固結の泥炭と玄武岩熔岩流より成ってい

る･後者の代表的玄武岩台地は鉄原済州島浦項およ

び白頭山地域にある.

上述のコリア半島の地史は次のようにまとめられる.

①先カンブリア時代

a)先カンブリア紀のオルソおよびパラ片麻岩と片岩

の形成

②朝鮮累層群堆積期

a)Agnostuschinens1s及びPrycopar1ssp.を最

上部に含む朝鮮累層灘砕屑岩の堆積

b)大規模侵蝕作用

③檜洞里層の堆積期(シノレル紀)

④檜洞里層と次にくる平安累層群の問に存在すべき石灰

岩層の欠除

⑤平安累層群堆積期(後期石炭紀から前期三畳紀)

a)緑色岩薄層(甲山層)の堆積および淡水貝化石に富

む赤色岩薄層と海成層薄層(紅底層)の堆積

b)湿潤条件下における潟又は内陸成の厚い石灰層

薄い海成層及び黒色岩層の堆積(寺洞層)

C)より乾燥条件下での黄色あるいは褐色岩層(高坊

山層)の堆積

d)乾燥条件下での緑色岩(緑岩層)の堆積

⑥造陸造山運動期(松林変動)
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第2図地質層序(REEDMANandUM,1975,C亘UN,

1983により一部変更),KIER提供

⑦大同累層群堆積期(前期三畳紀から中期ジュラ紀)

a)湿潤条件下における潟あるいは内陸性黒色岩層の

堆積

b)大宝造山運動と花開岩貫入

⑧卯各層の堆積期(後期ジュラ紀)

a)灰黒色頁岩と砂岩の堆積

⑨慶尚累層鮮堆積期(前期および中期白亜紀)

a)非海成の新洞層群の堆積

b)非海成の河陽および楡川層群の堆積

C)仏国寺火成活動

⑩第3紀層堆積期

a)非海成の長警層群の堆積

b)延貝層群(変質)の堆積

C)玄武岩の活動

⑪第4紀の堆積岩および火山活動

2･先カンブリア系変成岩類

シナｰゴリアプラットフォｰム北部地域の東縁に位

置するコリア半島は原生代中期までは安定した剛塊には

なっていなかった･始生代から原生代中期までの片麻

岩･片岩類が京畿および嶺南陸塊の中に広範囲に露出し�



一10一

韓国動力資源研究所

第1表京畿陸塊の先カンブリア系層序

先カンプりア紀後期

春川膳群

花榊片麻料

〃

M花舳'I1麻岩､不整合W､

先カンプりア紀前一｢l1期

淀川層群

ている.そのあとの原生代後期の前半には長い削剥作

用期間カミあり後半に入って沃川堆積輪廻活動が始まっ

た.沃川帯の堆積岩は変成作用の影響が少なく堆

積活動はカンブリア紀以降も続いたと思われる､

堆積変成火成作用の主活動はほぼ2600200017

00百万年前でありそれぞれ始生代前期および中期原

生代の上限附近にあたる.京畿･嶺南陸塊の基盤はこ

れらの始生代層および始生代～中期原生代の変成片岩類

によって構成されており陸塊の北酉側及び南東側はそ

れぞれ沃川帯及び太白山帯によって境されている.

京畿･嶺南陸塊の岩石の同位体年代測定の結果(Rb/

Sr全岩分析)は･1)2765-2640百万年2)2010-1985百

万年3)1700-1535百万年4)1330-857百万年の4グル

ｰプに大別される.1)2)3)のグルｰプはそれぞれ

の期間に起った変成活動を示している.(したがって)黒

雲母片麻岩よりなる第1群は始生代に属し京畿陸塊の

基盤そしておそらく嶺南陸塊の基盤をも構成している･

始生代岩層以外では初期･中期原生代岩層が両地塊に

分布している.

原生代後期のシニアン系は北部朝鮮では神原系と呼ば

れている.神原系最下位の珪岩中の海緑石の同位体年

代は853百万年を示している(KIM,1964)｡KIM(1971)

とREEDMAN(1973)は氷河堆積物を始めとする岩層の

類似から沃川層緯を先カンブリア系と考え神原系下部

に対比した.

京畿･嶺南陸塊は以前は別々に呼ばれていたが沃川帯

の反対側に分布しているということから現在では一つ

にまとめられている.両陸塊の地質も構造も類似して

おりいずれも沃川地向斜の基盤を形成している.こ

こで目につくのは先カンブリア紀の片岩とパラ片麻岩で

ある.それらは先カンブリア紀の花商片麻岩とジュラ

紀の花商岩に貫入されている.

京畿陸塊の南西半分の地域の先カンブリア系は淀川

および春川層群に分けられる(KIM,1973).淀川層群

は不整合で春川層群におおわれる･両層群は高度の変

成作用をうけ一般に角閃岩相となっており部分的に交

第2表嶺南陸塊の先カンブリア系層序

先カンブリア紀後期の中期

先カンブリア紀前一一中期

価南陸地

大n山層群

栗里屑締

一?

連南層群

｢

箕城屑桝

平海層群

代作用をうけている｡これらの地層は第1表のように

分けられる･淀川層群は京畿陸塊の南西部にありソ

ウノレから北一北西と北東の2方向に伸びて分布する.

富川層灘は西海岸の低地域に露出しており主に珪岩

石英一絹雲母片岩を挟有する黒雲母一石英長石片岩およ

び片麻岩より成っている.上位の始興層群との境界は

石灰岩である｡この石灰岩は時々途切れながらも広い

範囲によく分布している.

春川層群は大部分が淀川層群を不整合におおって分布

している｡本層群は下位の長楽層群と上位の春成層群

に分かれる.

嶺南陸塊は京畿一嶺南陸塊の南方半分であるがこの

先カンブリア系は第2表のように分けられる.平海層

群は高度に変成した花陶片麻岩であり薄い大理石レン

ズを挟有する.本層群は南東海岸地域に分布する.

箕城層群は変成火山岩類よりなり平海の北および北東

で平海層群を不整合におおっている･

遠南層群は遠南東水谷将軍石灰岩および斗音里

の各層より成り石灰岩レンズの薄層黒雲母一石英片

岩千枚岩および絹雲母片岩を挟有する花南片麻岩を不

整合におおっている､

栗里層群は遠南層群を不整合におおい花陶片麻岩に

貫入されている.本層群は緑泥石片岩黒雲母片岩

珪岩石灰岩レンズおよび絹雲母一線泥石片岩より成っ

ている.変成度は一般に上位層に行くにしたカミい弱く

なる.

3.沃川地向斜帯

沃川地向斜帯は変成地帯と非変成地帯に分かれる.

沃川層群は前者に分布し後者には古生代一中生代の堆

積岩が分布すると考えられている｡両地帯は本来一連

の地層として繋っていたが変成度の違いによリこのよう

に分化したのである.両地帯は衝上断層や勇断断層に

よって接し岩相構造も連続することはない.本来

の沃川地向斜は地質時代を通じての様々な造山運動に

より変形し移動し変成するなどしたのである.

KIM(1970)は変成地帯を“パレオ地向斜帯"非変成

帯を“ネオ地向斜帯"と分類している.パレオ地向斜

地質ニュｰス366号�
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帯は先カンブリア紀後期の沃川層群ジュラ紀の大宝花

筒岩類より成りネオ地向斜帯はカンブリア紀以後の堆

積岩より成る.

4.コリア半島の堆積盆地

4.1.古生代前期;カンプロｰオノレドビス紀朝鮮累層

群

カンブリアおよびオルドビス系岩石は南部コリアの沃

川一太白山帯と北部コリアの北西部分にある所謂石灰岩

台地によく露出している.この朝鮮累層群は古典的に

は下位から陽徳層群と大石灰岩層群に分類される.

陽徳層群下部は主に珪岩頁岩砂岩より成り上部

は主として厚い石灰岩より成る.

CHE0NG(1967)はこれを年代によって三陸層群(カン

ブリア系堆積岩)および上東層群(オノレドビス堆積岩)に分

けている･陽徳層群は施善一聞慶堆積盆地に分布す

る.

古生代初期に平南および沃川一太白山帯に海侵カミあり

その堆積岩はRed1ichia動物化石群で特徴ずけられてい

る･そのあと寧越と斗囲峰という2型式のカンブリ

ア系堆積岩が南部コリアに堆積した.これらの分布は

造構吏と調和している.寧越の断面における朝鮮累層

群の全層厚は200メｰトル以上でありこれは斗囲峰断

面のほぼ2倍である.

寧越タイプの動物化石群は下位の厚い砕屑岩にも中位

の深海環境性のチャｰトの層準にも現われる.沃川帯

の忠州層群と関係して角閃岩(変成玄武岩)の貫入が行

われている.

4.2.シルル系;檜洞里広

檜洞里層は施着地域の西部に分布する厚い石灰岩層

の最上部である･本属は石炭紀の紅底層に不整合でお

おわれ行選層を不整合でおおっている.層厚は約

200mと推定され主に青灰色及ぴ白色の塊状の石灰岩

よりなる･LEE(1980)は以前に施善石灰岩層と言わ

れた龍灘里地域の檜洞里層の最上位層準からシノレル紀の

コノドントを発見しこれを下部一中部シルル紀の浅海

堆積物としている.

4.3.古生代後期;石炭一二畳紀から三畳紀前期の平

安累層群

古生代後期のプラットフォｰム上に堆積した平安累層

群は沃川地域に分布している･南部コリアの太白山帯

と北部コリアの平南帯では平安累層群は古生代前期の朝

鮮累層群をおおっている.本層群はこれまで下位から

紅店寺洞高坊山および緑岩層に分けられている.

1985年2月号

紅底層は紫色砂岩珪岩褐灰～暗緑色砂岩および

粘板岩より成る.礫岩カミ展々基底部に見出され石灰

岩を挟有している.地質時代はモスコビァンとされ

層厚は場所により変わるが260から330mである.寺洞

層は主に暗灰色砂岩珪岩粘板岩から成り下部に石

灰岩薄層を挟有する.本属は下位が海成層であり上位

が石炭を持った非海成層であることが特徴である.時

代はサグマリアンからアｰディンスキアンであり層厚は

280mに達する.高坊山層は厚い砂岩であり基底部

には珪岩を併用する粘板岩である.時代はタングリア

ンからタルクリアンであり層厚はほぼ320mである.

本属はGigantopteris,Lobatamulariaおよびproto-

blechmmのような独特のCathyaysian植物化石灘を

多数含んでいる.

緑岩層は高坊山層をおおい主に緑色のアルコｰス砂岩

よりなり若干の礫岩層を伴っている.本属の厚さは

三陵地域で約400m施着地域で約2000mに達している.

本属の時代は化石が発見されていたいため未詳である.

4.4.上部三畳系一中部ジュラ系;大同累層群

中期三畳紀の末に松林変動がおこりそれまでの堆積

盆地に変動を与えた･松林変動は中期三畳紀から後期三

畳紀まで続いた造構運動で摺曲や深部に達する断裂帯

を形成している.松林変動が形成された沈降帯に非海

成砕層堆積岩類より成る大同累層灘が京畿道の金浦江

原遣の寧越忠清南道の大川近傍慶尚北道の聞慶のよ

うな各堆積盆毎に堆積しまた北部コリアも平壌付近の

数ケ所に堆積した.本累層群(の地層)はそれぞれの

地理的分布にしたがって金満盤松豊浦層群に分か

れる.

金浦層灘は通津層と文殊山層に分かれる.通津層の

下位は珪岩および砂岩よりなり中位は時々低品位の炭

層を挟有する砂岩頁岩互層よりなり上位は頁岩砂

岩よりなる.文殊山層は主として礫岩よりなり不整

合で通津層をおおっている.

盤松層群は太白山地域の腔善北西方寧越丹陽間

礼美聞慶など数ケ所に分散分布している.下位は粒

径の不規則な珪岩榛で特徴づけられる礫岩よりなり上

位は片麻岩および暗灰あるいは黄灰色の砂岩および石炭

層を挟有する石灰岩黒色頁岩互層よりたる.また本

層群には場所によって主に凝灰岩玄武岩流紋岩より

なる火山岩類が含まれることがある.

藍浦層群は京畿陸塊の片岩および片麻岩上の沈降地に

堆積した2600m以上もの厚い汽水性湖成層で主に粗粒の

砕屠堆積岩よりなる､これらの堆積岩はシニァン朝

鮮あるいは平安などの堆積盆地とは無関係に先カンブリ�
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ア系基盤地域に堆積したものである1藍浦層群と隣接

する片麻岩との関係は変成作用や同層群基底部を切断す

る衝上断層のために不明確なものになっている.本属

灘からは大量の動･植物化石が発見されている.植物

化石にはライアス記を指示するものがありまたEsth-

erianSの化石に上り本層群下位層は三畳紀後期と判明し

た.

大同累層灘に続く中期および後期ジュラ紀に起った大

宝造山運動はコリア半島のほとんど全地域にわたって活

動し大規模な榴曲･衝上断層で特徴づけられる.この

造山運動にともなって貫入した大宝花岡岩類は132から

183百万年の同位体年代を持ち沃川帯中に明瞭た帯状

構造を形成している.

西縁では上記の境界を超えて慶尚層群の地層が先白亜系

上の小地域に分布している.慶尚堆積盆地の基盤は先

カンブリア系の片麻岩であり慶尚累層群は全体で9km

の厚さを持っており片麻岩上に不整合に堆積してい

る･地層の傾斜は20｡以内で傾斜の方向は南東である.

目立つような榴曲は無いと言ってよい.

地層は下部が非火山性堆積岩であり中部は非火山性

および火山性の堆積岩そして上部は主に大量の熔岩流

と火砕岩より成っている(C亘ANG,1975).東海岸に沿

った2･3の狭い地域では海成あるいは非海成の第三紀

層カミ慶尚累層群を不整合におおっている.白亜紀末に

は多くの所で深成岩および半深成岩の貫入があったと思

われる.

415.上部ジュラ系;卯各層

大宝造山運動により作られた断裂帯中に中期から後期

ジュラ紀に堆積した地層である.

永洞統の卯各層は白亜系の上部慶尚層群に属するもの

とかって考えられていたが永洞付近の数ケ所でジュラ

紀の大宝花商岩に貫入されているのが観察された･嶺

南亜盆地北西部に分布している本属は構造線に沿った断

層低地帯に堆積しており摺曲運動にまきこまれてい

る.

卯各層は主に暗灰あるいは黒色の頁岩と砂岩より匁り

3枚の薄い石炭層と植物片およびα〃0ク肋眺,〃ま一

α〃物3,0〃ツ｡肋｡加φ8,G加尾go"刎勿,1V泌50〃α,Poゴ｡-

2α刎伽3,andT〃9o〃｡〃θ8(冶｡〃伽加α)c乃εo刎功Yang

andNαg♂o犯ψ伽左Yangような貝化石を持ったシル

ト岩とに挟有されている(YANG,1982)･これらの化

石は大同累層群後慶尚層群前の時代を示しておりま

た複雑な産出状況は堆積盆の縁辺相であることを示して

いる(C亘ANGeta1.1970).

4.6､白亜系;慶尚累層群

慶尚累層群として知られている大宝造山運動以後の厚

い堆積岩が主として白亜紀の前期から後期までの期間に

コリア半島の南東部および忠清北道の永同杭州およ

び江原道の桶里に堆積した.]連の火成活動亜紀後期

から始新世す放わち100から45百万年前の間継続し

この間正断層横ずれ断層傾動などの造構運動も行わ

れた.これは仏国寺変動と呼ばれている.

慶尚累層群の地層は古生物学的なまた堆積学的な理

由により永い間非海成層と考えられている･堆積

盆地は北方と西方は片麻岩類に囲まれ南方と東方は海

に面している.地震探査断面によれば慶尚累層群は東

岸から僅かな距離しか伸びていない.堆積盆の北縁と

4.7.第三系

第三系堆積物は北坪寧海浦項魚目蔚山など東

海岸に沿った小盆地および吉川慶源地域に分布してお

り時代は下部および中部中新世である.鮮新世堆積

層は済州島南岸に分布している｡

北坪寧海亜盆地では地層は前期古生代の石灰岩ある

いは白亜系の上に不整合で分布し主として泥岩砂

岩礫よりなり薄い褐炭質炭層を挟んでいる.当時

の古堆積環境は中新世後期から鮮新世を通じて比較的温

暖であったと思われる.

浦項魚目蔚山亜盆地では第三紀初期まで慶尚累層

群の上昇地塊が基底にあった｡この地塊は徐々に沈降

し堆積物が削剥された白亜系岩層上に沈積し長髪一

浦項魚目蔚山亜盆地を形成した.これらの地層は

陽北および延目層群と呼ばれている.

長髪層の基底は非常にフラットであるが弱い不整合

が見られる.堆積後の変動はむしろ大きくたりNNE

方向の断層を生じている.上部中新統は以上の地層が

形成した沈降台地上に大きな礫を含む礫岩を基底層とし

て堆積し始めた.

4.8.第四系

第四系岩層は基盤岩類地形的特徴風化及び火山活

動によってその特徴を分けることができる｡陸成層は

未凝固の大陸起源の堆積物より成りいくつかの谷や傾

斜地で標高50㎜以下の低い所に分布している.鮮新

世の堆積物は現在は10㎜の高度のデルタ地域上に分布し

ているカミ堆積時には5㎜以下の高度にあったと思われ

る.第四紀堆積岩の上部は主に砂と粘土より構成され

下部の礫層は鉄成分に富んでいる.

この礫層は蔚珍浦項珍島釜山近傍に分布しそ

こでは更新世の堆積物と思われる氷河堆積物が良く発達

地質ニュｰス366号�
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している･漢江の斜面に沿って10～50mの高度におい

て上部更新世の沖積層が分布しているかこれらはごく

薄いものと思われる･泥炭が潮汐流の通路に沿って形

成されている､鮮新世の後期までは風化作用が進行

し第四紀を通じて堆積物が堆積した.

第四紀層堆積地域の基本的な地形は段丘地形である.

東海岸では海浜堆積物は風化されその大部分は浸蝕さ

れて取り去られている.しかし海岸の段丘運動と波浪

浸蝕により作られた段丘は蔚山一浦項浦項一七浦月

浦一墨湖地域に典型的に見られる.これらの段丘堆積

物は古い河川によって形成された可能性もある.各段

丘の形成時代は後期鮮新世前期更新世中期更新世

後期更新世および現世である.

海水面変動により形成された汀線堆積物及び砂岩丘堆

積物がコリア半島の西海岸の特徴的な海岸堆積物であ

る.

5｡コリア半島の火成運動

5.1.概説

コリア半島の大部分は火成岩によって覆われている.

これらの火成活動は以前から次の5つに区分されてい

る.

�

㈩

㌩

�

�

先ジュラ紀活動松林変動関係

早期ジュラｰ早期白亜紀活動大宝造山関係

後期白亜一早期第三紀活動仏国寺変動関係

中期第三紀活動延目変動関係

鮮新一更新期活動環目本海火山活動

先カンブリア期化闇岩類は高句麗花開岩と呼ばれコ

リア半島全体にわたって分布している.これは変成結

晶質岩類よりなる早期先カンブリア系基盤中に貫入して

いる.この花開岩類は続いて起った広域変成作用の影

響を受けて片麻岩的性格を有するようになっている.

次に述べるようにコリア半島の花開岩類はそれぞれ造

山運動と密接に関係している･不整合によって分たれた

変成岩類は異なった変成度と異存った変形度を示してい

る.この変成と変形は3つの造構運動時期にまとめら

れる.

しかしながら造構運動の正確な年代は不確実である

し先カンブリア系の中で地殻変動の正確な対比ができ

るかどうかという点についても明らかではない.これ

が先カンブリア系の地質構造が先三畳系として一括され

ている理由である.コリア半島において明瞭な造構運

動は三畳紀末ジュラ紀後期白亜紀後期および第三

紀中期の時期におこったことが明らかにされているから

である.後朝鮮累層群期(古生代中期)及び松林変動期

1985年2月号

の花開岩の存在も予想される.事実この時期の花開岩

の存在が北部コリアで報告されている.

5.2.松林変動

三畳紀のいわゆる松林変動は成白山地域および北部

コリアでの火成活動から始まった｡この時の火山物質

の大部分は安山岩質玄武岩質流紋岩質の溶岩および

凝灰岩層である1

5.3.大宝造山運動および火成活動

大宝造山運動はジュラ紀初期から白亜紀にかけておこ

った｡これは最も大き恋遺構運動であり変動を受け

た地層のあるものは激しい摺曲および断層運動を蒙って

いる.

大宝造山の性質は沃川層群朝鮮累層群平安累層

群及び大同累層群のような既存の堆積岩類の状況や花

開底盤(いわゆる大宝花南岩類)の配列によって特徴づけ

られている､これらの花商岩類は沃川向斜帯および隣

接した先カンブリア地帯に沿って分布している.

大宝花開岩類は南東部の慶尚堆積盆を除くコリア半

島南部の全域に分布している.火成活動の3つの時相

がここで認められる･早い時期の2つの時相は造構運

動と同時性のものであり最後の時相は造構運動以後の

ものである.この前期の時相は造構運動以前から同時

期にかけての活動であり若干の火山岩類の噴出を伴っ

ている･この時期の活動の大部分は交代作用を伴う深

成火成活動でありその深成岩体は花開岩体の南東縁に

沿って配列している.この部分は最も強く変成を蒙っ

ており主に片状～斑状のアダメロ岩花商閃緑岩とミ

グマタイト～花商岩質片麻岩から構成されている.最

後の時相は最も活発な深成火成活動であり大規模な底

盤状花商岩体を形成している･これは輝緑岩および斑

欄岩の小さな岩株を伴っており沃川禰曲帯の中心部お

よび京畿嶺南の先カンブリア系陸塊に沿ってシニアン

方向と平行に分布している(L眺,1971).

5.4.仏国寺変動と火成活動

白亜紀の末からおそらく第三紀の初期にかけて仏国寺

花賜岩類および関連した酸性貫入岩体が慶尚盆地と隣接

した沃川帯に貫入した.貫入岩体は小規模であり目立

つような地質変形はなかった.この時期の変形構造は

非常に小規模な摺曲あるいはおだやかな擁曲である.

火成活動は慶尚盆地を主としてその他の散在する地域で

は副次的である･仏国寺変動の後におこった運動は地

層をブロック化し衝上断動をもたらす原因となってい

る･京畿陸塊における鍬吾嶺地溝谷およびいくつかの�
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断層系は慶尚盆地の南東海岸近傍を北北東一南南西方向

に発達している一

W0N(1976)によればこの時期の火成活動は4つのサ

イクルに分けられる.

1)火山活動

2)安山岩質半深成岩の貫入

3)深成岩の貫入

4)慶尚盆地における岩脈の貫入

6.中期第三紀火成活動

中期第三紀の花筒岩類は多分存在すると｡思､われるが

年代についての確実なデｰタはまだ十分ではない･下

部中新統との間には傾斜不整合の存在が知られている.

この不整合がすなわち第三紀中期の地質変動を示すもの

である.たとえば浦項市近くの巡目盆地における延

目層下部の玄武岩流と凝灰岩層がこの活動を示すもので

ある.

7.環日本海火山活動

鮮新一更新世の火成活動は南部コリアの済州島および

麓陸島で見出される.この活動は浦項市やその周辺の

玄武岩分布地域にも及んでいる.この活動地域は北は

コリア半島北部から南は九州の北部海岸まで含みある

いはさらに日本列島弧の内部にまで発達すると一思､われ

る.鰍吾嶺地溝谷もまたこの時期に形成されている.

HARUMOT0(1970)はこの時期の火山活動を5つの段階

に総括した.すなわち①大量の熔岩流に始まり②

粗面岩および響岩岩脈の貫入③粗面岩および響岩の中

央火口よりの熔岩噴出活動および④欝陸島における白

榴石粗面安山岩のカルデラ内熔岩噴出を経て⑤粗面安

山岩の寄生火山活動に終るまでである.
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